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戸坂潤
全集未収録論文集
沈黙を強いられた時代に
ひそかに続けられた抵抗
新たに発見された論文24編を含む
全30編を収録。
本書には、勁草書房より出版された『戸坂潤全集』（全五巻および別巻）に
未収録の論文、計30編が初出の年代順に収められている。
そのうち、24編が編者によって発見されたものである。
総動員体制と戦争のさなか、「執筆禁止」処分を受けながらも、
密かに書き綴られた戦闘的唯物論者の最晩年の理論的精華 !

北林雅洋（香川大学教授）編
A5判上製　292 頁　ISBN978-4-87559-317-1

定価（本体 3800 円＋税）

戸坂潤（とさか・じゅん）1900―1945

戦前の日本マルクス主義思想を、最も柔軟
で実践的なものにした、という意味でマル
クス主義思想史上の第一人者。旧制第一高
等学校理科を経て京都帝国大学哲学科に学
ぶ。西田幾多郎、田辺元らの精神的影響の
下に学び、京都学派左派を形成する。唯物
論研究会の設立に力を尽くすが、治安維持
法によって検挙される。1945年 8月 9日、
敗戦を待たずして獄死した。

「事変と言論」1937（昭和12）年10月
事変は言論にどういう影響を与えているか。最も露骨な結果は新聞紙に
現われている。誰でも知っている通り、昨今の新聞は殆ど全紙が官許
ニュースで埋ってしまっていると云っていい。……こういうニュースば
かりを常食にしていれば、言論などというものは不必要であるし、また
無意味でもあるわけだ。

今回発見された論文は、いずれも日中戦争（1937 年）から太平洋戦争中（1943 年）
にかけて執筆されたものです。戸坂潤が注意深く時局を批判した文章は、とても
昔のこととは思えない、現在にも通じるリアリティを持っています。そのことも、
今、戸坂潤を読みなおす意義だと言えるでしょう。（編集部）
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